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  百万円未満切捨て

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年３月期  18,661  △5.8  448 －  423  － △354 －

24年３月期  19,813  7.6 △523 － △569  － △642 －

（注）包括利益 25年３月期 △221百万円（ ％） －   24年３月期 △646百万円 （ ％） －

  
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益 

自己資本
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％

25年３月期  △29.29 － △4.6  2.0  2.4
24年３月期  △53.11 － △7.8  △2.5 △2.6

（参考）持分法投資損益 25年３月期 －百万円   24年３月期 －百万円 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭

25年３月期  19,712  7,594  38.0  619.50
24年３月期  22,959  7,926  34.1  647.20

（参考）自己資本 25年３月期 7,495百万円   24年３月期 7,832百万円

  
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による

キャッシュ・フロー 
財務活動による

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物

期末残高 

  百万円 百万円 百万円 百万円

25年３月期  2,870 △155  △3,006  2,353
24年３月期  △544 △1,462  1,670  2,616

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
（連結） 

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

24年３月期 －  0.00 － 9.00 9.00  108 － 1.3
25年３月期 －  0.00 － 0.00 0.00  － － －

26年３月期（予想） －  0.00 － 5.00 5.00   －

３．平成26年３月期の連結業績予想（平成25年４月１日～平成26年３月31日）

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計）  7,500  8.8 △450 － △480 －  △500  － △41.32

通期  20,000  7.2  500  11.6  450  6.3  400  －  33.06



※  注記事項 

  
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  

  

  

 
  
（３）発行済株式数（普通株式） 

  
  
     
※  監査手続の実施状況に関する表示 

 
  
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：  無   

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更： 有

②  ①以外の会計方針の変更              ： 無

③  会計上の見積りの変更                ： 有

④  修正再表示                          ： 無

（注）詳細は、[添付資料]P.14「４.連結財務諸表（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」を

ご覧ください。

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年３月期 12,382,000株 24年３月期 12,382,000株

②  期末自己株式数 25年３月期 282,884株 24年３月期 280,438株

③  期中平均株式数 25年３月期 12,100,690株 24年３月期 12,103,132株

この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく連結財務諸表の監査手続きが実施中です。

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提

となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.2「経営成績に関する分析」をご

覧ください。
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(１）経営成績に関する分析 

当連結会計年度におけるわが国経済は、東日本大震災の復興関連需要などを背景にした堅調な国内需要に加え、年末

以降の株価回復や円高是正により景気回復の兆しが見られる状況となりました。しかしながら、欧州の債務危機問題に

よる景気の低迷や新興国経済の減速など、依然として景気の先行きは不透明な状況が続いています。 

このようななか、当社グループにおきましては、従来にも増してコスト低減活動、製品品質向上活動に努め、顧客満

足度を高めるべく提案営業活動を推し進め、事業推進力の一層の強化に取り組んでまいりました。 

この結果、民需関連製品では、産業用照明器具が設備投資の堅調な推移のなか増加しました。また、配線・配管保護

機材は微増となりましたが、電磁波環境部品は売上が伸び悩みました。公共投資関連の道路情報機器、道路・トンネル

照明器具は、高速道路向けを中心に減少しました。 

利益におきましては、厳しい価格競争が続くなか、生産性の向上や業務の合理化による諸経費の削減と原価低減に取

り組み、前連結会計年度に比べ増益となりました。 

その結果、当連結会計年度の連結売上高は 百万円（前連結会計年度比5.8%減）、営業利益は 百万円

（前連結会計年度は 百万円の損失）、経常利益 百万円（同 百万円の損失）となりました。また、

特別損失として当社の製造設備の減損損失と子会社の固定資産の減損損失を計上したことにより当期純損失は 百

万円（同 百万円の損失）となりました。 

セグメント別の売上高は次のとおりであります。 

（情報機器事業） 

主力製品であります道路情報機器において、一般道路向けの売上は、前期水準で推移しましたが、高速道路向けの売

上が前連結会計年度に比べ減少しました。この結果、売上高は 百万円（前連結会計年度比13.8%減）となりまし

た。 

（照明機器事業） 

民間設備投資関連の産業用照明器具は、LED照明器具や蛍光灯器具などが着実に伸び、前連結会計年度に比べ増加し

ました。一方、公共投資関連の道路・トンネル照明器具は減少しました。また、LEDデバイス部品は減少しました。こ

の結果、売上高は 百万円（同 1.7%増）となりました。 

（コンポーネント事業） 

エアコン用の配管保護機材は前連結会計年度に比べ増加しましたが、配電盤や機械装置に用いる産業用配線保護機材

は減少しました。また、電磁波環境部品はデジタル関連市場の落ち込みにより減少しました。この結果、売上高は

百万円（同 3.0%減）となりました。 

（その他の事業） 

メカトロニクス製品は43百万円、商品仕入販売は３億42百万円、情報サービスなどは２億２百万円となりました。こ

の結果、その他の事業の売上高は 百万円（同 45.3%増)となりました。 

なお、前年同期増減率については、参考として記載しております。 

次期の見通しにつきましては、引き続き震災復興需要による景気の下支えが見込まれるものの、円安による輸出の好

転に対して、輸入原材料の高騰、欧米諸国や新興国の景気減速の影響もあり、景気の先行きは不透明な状況が続くと予

想されます。 

このような状況のもと、販売においては、マーケティング機能の強化により、顧客ニーズの対応力を高めるととも

に、新たな付加価値を提供する新製品の企画・開発を進めてまいります。また、生産においては新製品の開発促進、原

価低減活動、生産性の向上など内部環境の強化を図り、競争力を高めてまいります。業績につきましては、売上高200

億円、営業利益５億円、経常利益４億50百万円、当期純利益４億円を予測しております。  

１．経営成績・財政状態に関する分析

186億61 ４億48

５億23 ４億23 ５億69

３億54

６億42

80億86

57億22

42億63

５億88



(２)財政状態に関する分析 

①資産、負債及び純資産の状況 

当連結会計年度末の資産につきましては、残高は前連結会計年度末に比べ 円減少し、 百万円となり

ました。負債につきましては、短期借入金及び長期借入金減少の結果、前連結会計年度末に比べ 百万円減少

し、 百万円となりました。純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ 百万円減少し、 百

万円となりました。 

②キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下資金という）は、前連結会計年度末に比べ2億63百万円減少し、

百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果、得られた資金は 百万円（前連結会計年度は 百万円の支出）となりました。これ

は、売上債権の減少 百万円があったこと等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果、使用した資金は 百万円（前連結会計年度は 百万円の支出）となりました。これ

は、投資有価証券の取得による支出が 百万円あったものの、投資有価証券の売却による収入が 百万円

あったこと等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果、使用した資金は 百万円（前連結会計年度は 百万円の収入）となりました。これ

は、短期借入金の純減額 円、長期借入金の返済による支出が 百万円あったこと等によるものでありま

す。  

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

（注)１.いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

２.株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。 

３.キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。 

４.有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としておりま

す。 

32億47 197億12

29億14

121億18 ３億32 75億94

23億53

28億70 ５億44

17億６

１億55 14億62

４億29 ５億59

30億６ 16億70

19億 ９億97

  平成21年３月期 平成22年３月期 平成23年３月期 平成24年３月期 平成25年３月期

自己資本比率（％） 39.5 40.4 37.5 34.1  38.0

時価ベースの自己資本比率 

（％） 
15.1 19.4 15.1 14.7  17.2

キャッシュ・フロー対有利子

負債比率（年） 
－ 6.4 7.2 －  2.2

インタレスト・カバレッジ・

レシオ（倍） 
－ 19.7 23.0 －  41.1



当社グループは、当社及び連結子会社８社により構成されており、情報機器、照明機器、コンポーネント、その他製

品の製造販売及び情報サービスを事業内容としております。  

事業の系統図は次のとおりであります。 

２．企業集団の状況



（１）会社の経営の基本方針 

当社は「人材の開発と相互信頼に努め、新技術に挑戦して、社会に貢献する。」を経営理念としております。この

理念のもと株主、取引先、従業員などすべての協力者が相互に繁栄することを期して、日々事業活動を展開してまい

ります。 

（２）中期的な会社の経営戦略 

当社は、光と情報の技術をベースに新技術に挑戦し社会に貢献することを使命としております。新技術・新製品の

導入、販路の拡大と新市場の開拓、ものづくり力の強化による各事業の収益体質の向上を重点戦略としております。

この実現には、事業戦略の実行を支える従業員と組織の質の向上が不可欠であり、従業員の能力と活力の向上を図

るとともに、働き甲斐のある就労基盤づくりなど、人材マネジメントの強化に取り組み、企業価値の向上を目指して

まいります。 

（３）会社の対処すべき課題 

次期の見通しにつきましては、引き続き震災復興需要による景気の下支えが見込まれるものの、円安による輸出の

好転に対して、輸入原材料の高騰、欧米諸国や新興国の景気減速の影響もあり、景気の先行きは不透明な状況が続く

と予想されます。 

このような状況下、販売においては、マーケティング機能の強化により、顧客ニーズの対応力を高めると共に、新

たな付加価値を提供する新製品の企画・開発を進めてまいります。 

また、生産においては新製品の開発促進、原価低減活動、生産性の向上など内部環境の強化を図り、競争力を高め

てまいります。 

さらに、全事業分野にわたり社会の発展に寄与する独創的な商品の提供はもとより省エネルギーを実現する商品の

開発を促進し、地球環境に向けた取り組みを進めるとともに、品質・安全性の確保を図り、顧客満足の一層の向上に

努めてまいります。 

なお、2013年４月より、これまでの社内カンパニー制から本部制・事業部制へ組織変更を行いました。社内カンパ

ニー制のもと10年が経過し、意思決定の迅速化と責任体制の明確化等、当初の狙いは機能してまいりました。しか

し、その利点以上に市場環境が大きく変化し、本来の営業力とされる「マーケティング力」と「販売力」を再強化す

る必要性に迫られています。今回の組織変更により、今後の成長の原資とすべき、LED照明事業の拡大、公共分野で

の物品販売事業の拡充に向けた、販売力とものづくり力の強化を図ります。 

さらにひきつづき全社を挙げて内部統制の確立、コーポレートガバナンスの強化、コンプライアンスの徹底に取り

組んでまいります。 

（４）その他、会社の経営上重要な事項 

該当事項はありません。 

３．経営方針



４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,811,627 2,578,452

受取手形及び売掛金 9,191,724 7,489,255

有価証券 4,985 －

商品及び製品 781,537 799,629

仕掛品 212,534 273,689

原材料及び貯蔵品 2,513,577 2,176,934

繰延税金資産 4,850 98,783

その他 99,591 131,278

貸倒引当金 △251 △419

流動資産合計 15,620,176 13,547,604

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 5,109,524 5,119,914

減価償却累計額及び減損損失累計額 △2,960,704 △3,131,557

建物及び構築物（純額） 2,148,819 1,988,357

機械装置及び運搬具 4,346,999 4,411,251

減価償却累計額及び減損損失累計額 △3,451,314 △4,124,192

機械装置及び運搬具（純額） 895,684 287,059

土地 722,506 722,506

その他 4,293,158 4,067,300

減価償却累計額及び減損損失累計額 △3,717,948 △3,818,616

その他（純額） 575,210 248,684

有形固定資産合計 4,342,221 3,246,607

無形固定資産   

ソフトウエア 128,591 96,376

その他 167,629 178,102

無形固定資産合計 296,220 274,479

投資その他の資産   

投資有価証券 1,463,919 1,412,322

長期貸付金 78,100 76,900

繰延税金資産 8,985 3,880

保険積立金 1,047,238 1,049,942

その他 194,056 176,174

貸倒引当金 △91,228 △75,475

投資その他の資産合計 2,701,070 2,643,744

固定資産合計 7,339,512 6,164,831

資産合計 22,959,689 19,712,435



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,788,989 4,000,524

短期借入金 5,038,435 3,143,307

1年内返済予定の長期借入金 997,000 926,900

未払法人税等 31,894 53,348

繰延税金負債 154 50

賞与引当金 251,632 254,000

受注損失引当金 82,310 63,626

前受金 402,071 335,663

関係会社整理損失引当金 － 42,243

その他 949,180 718,958

流動負債合計 11,541,667 9,538,623

固定負債   

長期借入金 2,970,100 2,043,200

繰延税金負債 162,941 170,497

退職給付引当金 150,568 157,619

役員退職慰労引当金 71,990 71,990

環境対策引当金 73,836 73,836

その他 61,607 62,330

固定負債合計 3,491,043 2,579,473

負債合計 15,032,711 12,118,096

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,380,000 3,380,000

資本剰余金 3,613,665 3,613,665

利益剰余金 784,470 321,172

自己株式 △197,284 △197,880

株主資本合計 7,580,851 7,116,957

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 289,633 350,189

為替換算調整勘定 △38,294 28,270

その他の包括利益累計額合計 251,339 378,459

少数株主持分 94,786 98,921

純資産合計 7,926,977 7,594,339

負債純資産合計 22,959,689 19,712,435



（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
（連結損益計算書） 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

売上高 19,813,225 18,661,658

売上原価 16,953,069 14,972,506

売上総利益 2,860,156 3,689,152

販売費及び一般管理費 3,383,645 3,241,062

営業利益又は営業損失（△） △523,489 448,090

営業外収益   

受取利息 9,390 5,141

受取配当金 27,693 32,376

不動産賃貸料 35,090 34,611

為替差益 － 8,034

その他 52,912 57,279

営業外収益合計 125,086 137,443

営業外費用   

支払利息 75,543 70,878

売上割引 59,924 60,636

為替差損 13,055 －

シンジケートローン手数料 13,244 17,436

その他 9,608 13,266

営業外費用合計 171,376 162,216

経常利益又は経常損失（△） △569,779 423,316

特別利益   

投資有価証券売却益 4,208 32,998

貸倒引当金戻入額 － 849

固定資産売却益 1,439 19

負ののれん発生益 － 1,568

特別利益合計 5,648 35,435

特別損失   

固定資産除却損 11,583 14,373

減損損失 － 720,018

投資有価証券売却損 13,968 20,123

関係会社整理損 20,507 68,946

関係会社整理損失引当金繰入額 － 38,779

ゴルフ会員権評価損 250 1,350

支払補償金 19,303 －

特別損失合計 65,612 863,592

税金等調整前当期純損失（△） △629,743 △404,840

法人税、住民税及び事業税 23,974 36,482

法人税等調整額 △7,809 △90,519

法人税等合計 16,165 △54,037

少数株主損益調整前当期純損失（△） △645,908 △350,802

少数株主利益又は少数株主損失（△） △3,159 3,580

当期純損失（△） △642,749 △354,383



（連結包括利益計算書） 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純損失（△） △645,908 △350,802

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1,925 62,928

為替換算調整勘定 △2,067 66,564

その他の包括利益合計 △142 129,492

包括利益 △646,051 △221,310

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 △643,590 △225,445

少数株主に係る包括利益 △2,460 4,135



（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 3,380,000 3,380,000

当期末残高 3,380,000 3,380,000

資本剰余金   

当期首残高 3,613,665 3,613,665

当期末残高 3,613,665 3,613,665

利益剰余金   

当期首残高 1,548,277 784,470

当期変動額   

剰余金の配当 △121,057 △108,914

当期純損失（△） △642,749 △354,383

当期変動額合計 △763,807 △463,297

当期末残高 784,470 321,172

自己株式   

当期首残高 △195,941 △197,284

当期変動額   

自己株式の取得 △1,343 △595

当期変動額合計 △1,343 △595

当期末残高 △197,284 △197,880

株主資本合計   

当期首残高 8,346,001 7,580,851

当期変動額   

剰余金の配当 △121,057 △108,914

当期純損失（△） △642,749 △354,383

自己株式の取得 △1,343 △595

当期変動額合計 △765,150 △463,893

当期末残高 7,580,851 7,116,957

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 288,406 289,633

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 1,227 60,555

当期変動額合計 1,227 60,555

当期末残高 289,633 350,189

為替換算調整勘定   

当期首残高 △36,226 △38,294

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △2,067 66,564

当期変動額合計 △2,067 66,564

当期末残高 △38,294 28,270



（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

その他の包括利益累計額合計   

当期首残高 252,180 251,339

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △840 127,120

当期変動額合計 △840 127,120

当期末残高 251,339 378,459

少数株主持分   

当期首残高 97,247 94,786

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △2,460 4,135

当期変動額合計 △2,460 4,135

当期末残高 94,786 98,921

純資産合計   

当期首残高 8,695,429 7,926,977

当期変動額   

剰余金の配当 △121,057 △108,914

当期純損失（△） △642,749 △354,383

自己株式の取得 △1,343 △595

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △3,301 131,255

当期変動額合計 △768,452 △332,638

当期末残高 7,926,977 7,594,339



（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純損失（△） △629,743 △404,840

減価償却費 934,971 662,045

減損損失 － 720,018

関係会社整理損 20,507 68,946

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,014 △15,585

退職給付引当金の増減額（△は減少） 48,238 7,013

受注損失引当金の増減額（△は減少） 79,634 △18,684

関係会社整理損失引当金の増減額（△は減少） － 38,779

受取利息及び受取配当金 △37,083 △37,517

支払利息 75,543 70,878

投資有価証券売却損益（△は益） 9,760 △12,874

固定資産除却損 11,191 13,699

有形固定資産売却損益（△は益） △1,439 △19

支払補償金 19,303 －

負ののれん発生益 － △1,568

売上債権の増減額（△は増加） △2,001,221 1,706,165

たな卸資産の増減額（△は増加） 89,105 204,018

その他の流動資産の増減額（△は増加） 182,168 △16,798

仕入債務の増減額（△は減少） △147,361 200,350

その他の流動負債の増減額（△は減少） 423,300 △217,745

その他 △22,968 △40,447

小計 △950,109 2,925,833

利息及び配当金の受取額 35,003 41,030

利息の支払額 △76,379 △69,931

補助金の受取額 479,275 －

支払補償金の支払額 △19,303 －

法人税等の支払額 △12,900 △26,174

営業活動によるキャッシュ・フロー △544,413 2,870,757

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △30,000

有形固定資産の取得による支出 △1,204,682 △258,059

有形固定資産の売却による収入 1,500 1,586

無形固定資産の取得による支出 △188,742 △42,144

投資有価証券の取得による支出 △507,973 △429,122

投資有価証券の売却による収入 409,550 559,110

貸付金の回収による収入 1,200 1,200

保険積立金の積立による支出 △120,681 △258,859

保険積立金の解約による収入 109,240 256,154

その他 37,750 44,359

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,462,837 △155,774



（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,198,017 △1,900,097

長期借入れによる収入 1,500,000 －

長期借入金の返済による支出 △905,050 △997,000

配当金の支払額 △121,057 △108,914

自己株式の取得による支出 △1,343 △595

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,670,567 △3,006,607

現金及び現金同等物に係る換算差額 △23,946 28,450

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △360,630 △263,174

現金及び現金同等物の期首残高 2,977,257 2,616,627

現金及び現金同等物の期末残高 2,616,627 2,353,452



該当事項はありません。 

（減価償却方法の変更） 

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より、平成24年４月１日以後に取得した有形

固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

これによる当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽微であります。

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社及び子会社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が経営資源の配分決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社グループは、当社及び子会社の構成単位に分離された財務情報に基づき、製品・サービス別に構成した事業単

位について、国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。したがって、この事業単位に製

品の種類、製造方法、販売方法等の類似性を勘案し、「情報機器事業」、「照明機器事業」、「コンポーネント事

業」の３つを報告セグメントとしております。 

「情報機器事業」は、情報表示システム、トンネル防災システム、LED式信号機等の製造販売を行っております。

「照明機器事業」は、照明器具、制御機器、LEDデバイス部品等の製造販売を行っております。「コンポーネント事

業」は、配線保護機材、配管保護機材、電磁波環境部品等の製造販売を行っております。 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

る記載と概ね同一であります。 

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。 

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日） 

（単位：千円) 

  

(5）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（会計方針の変更）

（セグメント情報等）

ａ．セグメント情報

  

報告セグメント
その他
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

連結財務
諸表計上額
（注）３ 情報機器 照明機器

コンポー
ネント 

計

売上高                 

外部顧客への売上高  9,383,463 5,627,314 4,397,418 19,408,195 405,029  19,813,225 － 19,813,225

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

 － 4,730 2,968 7,699 416,780  424,479 △424,479 －

計  9,383,463 5,632,044 4,400,386 19,415,894 821,810  20,237,705 △424,479 19,813,225

セグメント利益又は

損失（△） 
 699,096 △466,049 706,902 939,949 △85,734  854,214 △1,377,703 △523,489

セグメント資産  7,290,771 5,737,363 3,809,563 16,837,698 584,150  17,421,848 5,537,840 22,959,689

その他の項目   

減価償却費  103,038 573,131 150,983 827,153 17,616  844,769 90,201 934,971

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額 
 27,127 205,852 431,914 664,894 19,448  684,343 55,994 740,337



当連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日） 

（単位：千円) 

(注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、メカトロニクス製品、商品仕
入販売、情報サービス等を含んでおります。 

２．調整額の内容は以下のとおりであります。 
セグメント利益                                  （単位：千円） 

※全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。 

セグメント資産                                   （単位：千円）

※全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない本社管理部門資産であります。 

その他の項目 
有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない本社管理部門資産の

設備投資額であります。 

３．セグメント利益又は損失(△）は、連結財務諸表の営業利益又は損失と調整を行っております。 

  

報告セグメント
その他
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

連結財務
諸表計上額
（注）３ 情報機器 照明機器

コンポー
ネント 

計

売上高                 

外部顧客への売上高  8,086,840 5,722,700 4,263,417 18,072,958 588,700  18,661,658 － 18,661,658

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

 100 1,812 2,530 4,443 275,970  280,414 △280,414 －

計  8,086,940 5,724,513 4,265,948 18,077,402 864,670  18,942,073 △280,414 18,661,658

セグメント利益又は

損失（△） 
 696,203 81,473 799,430 1,577,106 △30,867  1,546,239 △1,098,149 448,090

セグメント資産  4,774,996 5,004,588 4,007,042 13,786,627 648,240  14,434,868 5,277,567 19,712,435

その他の項目   

減価償却費  73,975 366,220 111,207 551,403 20,228  571,632 90,413 662,045

減損損失  － 720,018 － 720,018 －  720,018 － 720,018

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額 
 16,927 56,352 220,602 293,882 3,741  297,623 16,568 314,191

利益 前連結会計年度 当連結会計年度 

セグメント間取引消去  2,519  6,708

全社費用※  △1,380,223  △1,104,857

合計  △1,377,703  △1,098,149

資産 前連結会計年度 当連結会計年度 

セグメント間消去  △10,040  169

全社資産※  5,547,880  5,277,398

合計  5,537,840  5,277,567



前連結会計年度（自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報                              （単位：千円）

２．地域ごとの情報 

(1）売上高 

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。 

(2）有形固定資産 

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を省略

しております。 

３．主要な顧客ごとの情報                                 （単位：千円）

当連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報                              （単位：千円）

２．地域ごとの情報 

(1）売上高 

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。 

(2）有形固定資産 

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を省略

しております。 

３．主要な顧客ごとの情報                                 （単位：千円）

前連結会計年度（自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日） 

該当事項はありません。 

当連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）               （単位：千円）

ｂ．関連情報

  情報機器 照明機器 コンポーネント その他 合計 

外部顧客への売上高  9,383,463  5,627,314  4,397,418  405,029  19,813,225

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント 

国土交通省  2,621,036 情報機器 

因幡電機産業㈱  2,509,379 コンポーネント他 

中日本高速道路㈱  2,294,950 情報機器 

  情報機器 照明機器 コンポーネント その他 合計 

外部顧客への売上高  8,086,840  5,722,700  4,263,417  588,700  18,661,658

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント 

国土交通省  2,745,525 情報機器 

因幡電機産業㈱  2,675,587 コンポーネント他 

ｃ．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

  情報機器 照明機器 コンポーネント その他 全社・消去 合計 

減損損失 － 720,018 － － － 720,018



前連結会計年度（自平成23年４月１日 至平成24年３月31日） 

該当事項はありません。 

当連結会計年度（自平成24年４月１日 至平成25年３月31日） 

当連結会計年度において、その他事業において1,568千円の負ののれん発生益を計上しております。これは、星和

テクノロジー株式会社株式の追加取得により発生した負ののれん発生益であります。 

（注）１ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、１株当たり純損失金額であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。 

２ １株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

該当事項はありません。 

連結貸借対照表、連結損益計算書、連結包括利益計算書、連結キャッシュ・フロー計算書、リース取引、金融商

品、有価証券、デリバティブ取引、退職給付、ストック・オプション等、税効果会計、賃貸等不動産、関連当事者

情報に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略して

おります。 

d．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報

（１株当たり情報）

  
前連結会計年度

（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

当連結会計年度
（自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日） 

１株当たり純資産額 円 647.20 円 619.50

１株当たり当期純損失金額 円 53.11 円 29.29

    
前連結会計年度

（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

当連結会計年度
（自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日） 

当期純損失 （千円）  642,749  354,383

普通株主に帰属しない金額 （千円）  －  －

普通株式に係る当期純損失 （千円）  642,749  354,383

期中平均株式数 （株）  12,103,131  12,100,690

（重要な後発事象）

（開示の省略）



(1）役員の異動 

①代表取締役の異動 

該当事項はありません。 

②その他の役員の異動（平成25年６月27日付） 

・退任予定取締役 

取締役    中島賛太郎 

５．その他



(2）その他 

（参考情報） 

１．当期（25年３月期）の業績（連結） （単位：百万円)

    前期(24年3月期) 当期(25年3月期) 対前期増減 

    金額 百分比(%) 金額 百分比(%) 金額 増減率(%) 

  売上高  19,813  100  18,661  100  △1,151  △5.8

業 営業利益  △523  △2.6  448  2.4  971 - 

績 経常利益  △569  △2.9  423  2.3  993 - 

  当期純利益  △642  △3.2  △354  △1.9  288 - 

配当金（単位：円）  9  0  △9  △100.0

２.部門別売上高・受注状況（連結） （単位：百万円)

    前期(24年3月期) 当期(25年3月期) 対前期増減 

    金額 構成比(%) 金額 構成比(%) 金額 増減率(%) 

  情報機器  9,383 47.4 8,086 43.3  △1,296 △13.8

売 照明機器  5,627 28.4 5,722 30.7  95 1.7

上 コンポーネント  4,397 22.2 4,263 22.8  △134 △3.0

高 その他  405 2.0 588 3.2  183 45.3

  合 計  19,813 100.0 18,661 100.0  △1,151 △5.8

  情報機器  8,600 46.6 7,298 39.4  △1,301 △15.1

受 照明機器  5,068 27.4 6,393 34.5  1,325 26.1

注 コンポーネント  4,391 23.8 4,252 22.9  △139 △3.2

高 その他  404 2.2 588 3.2  184 45.5

  合 計  18,464 100.0 18,533 100.0  68 0.4

受 

注 

残 

高 

情報機器  3,486 87.4 2,698 70.0  △788 △22.6

照明機器  406 10.1 1,077 28.0  670 165.0

コンポーネント  98 2.5 78 2.0  △19 △19.5

その他  0 0.0 0 0.0  0 96.8

合 計  3,991 100.0 3,854 100.0  △136 △3.4

３．その他 （単位：百万円)

    前期(24年3月期) 当期(25年3月期) 対前期増減 

    金額 金額 金額 

そ 設備投資  530  304  △226

の 減価償却費  934  662  △272

他 研究開発費  391  188  △203

４.次期（25年３月期）の業績予想（連結） （単位：百万円)

   通 期 予 想 第 ２ 四 半 期 予 測 

    予想 対前期増減 予想 対前期増減 

    金額 百分比(%) 金額 増減率(%)  金額 百分比(%) 金額 増減率(%) 

  売上高  20,000  100.0  1,338  7.2  7,500  100.0  607  8.8

業 営業利益  500  2.5  51 -  △450  △6.0  205 - 

績 経常利益  450  2.3  26 -  △480  △6.4  218 - 

  当期純利益  400  2.0  754 -  △500  △6.7  218 - 

配当金（単位：円）  5    5  0   0

部門別売上高予想   （単位：百万円)  その他の予想 (単位：百万円)

    通期予想 対前期増減   通期予想 対前期増減

    金額 構成比(%) 金額 増減率(%)   金額 金額 

  情報機器  8,600  43.0  513  6.3 設備投資  400  95

売 照明機器  6,700  33.5  977  17.1 減価償却費  500  △162

上 コンポーネント  4,400  22.0  136  3.2 研究開発費  300  111

高 その他  300  1.5  △288  △49.0         

  合 計  20,000  100.0  1,338  7.2         
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